
 

【解答例】令和 4年度 第 29回 キャリアコンサルティング技能検定 

2 級 実技（論述）試験 解答用紙 

(C) チバ塾 All rights reserved. 

 

問 1 相談者がこの面談で相談したい「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

  

「逐語記録」を読み、以下の問いに答えなさい。 

問２ キャリアコンサルタントとしてあなたが考える、相談者の「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

問題３ あなたは、上記 2つの「問題」を合わせ、相談者を援助するために、①どこに目標をおいて、 

②どういうことを実施したいか。目標と具体的な方策を記述せよ。（60点） 

①（目標） 

②（方策） 

注：解答は諮問ごとに、枠内に記述してください。裏面および枠外に記述されたものは採点されません。 

2級実技（論述）解答用紙 1.1 

 No.001  Aグループ    年 月 日  令和5年11月 20日(月) 

 

 

 

 

CLはスーパーに勤務し４１年目だが、もうすぐ定年を迎えるにあたり継続雇用を選んで６５歳まで働くか別の会社で働くか

別の会社で働くか悩んでいる。これまでやってきた仕事には自負があり、会社にも貢献してきたと思っていたので、継続雇用

を受けたかったが先輩方を見ていると居心地が悪そうでやるせない。安い給料で今の部下に使われるくらいなら思い切って別

の道を選んだ方がいいのではと思う。人手不足だしこれまでの経験をかってくれるところはあるのではないか。次男も大学ま

では出してやりたいし、妻も経済面を心配しているので転職して良い給料がもらえる会社で働けたらと思い悩んでいる点。 

 

CLは継続雇用を受けたいと思っていたが、定時後の仕事内容や賃金等の労働条件について詳細を確認しておらず、仕事理解

不足と役割理解不足が見受けられ、継続雇用後の賃金について確認していない点。また、継続雇用の先輩方を見て自分もそう

なってしまうのかと思い込んでいる可能性がある。転職についても、「今は人手不足だっていうし」「これまでの経験をかって

くれるところはあるんじゃないのか」との発言により、自己理解不足とシニアの労働市場の情報収集不足があると思われる。

経済面についても具体的な計算をしておらず、次男の進学費用を含めた今後のマネープランの確認不足が推察される点。 

 

 

     （１）CLの自己理解と仕事理解、定年後の継続雇用での役割理解を深め、情報収集についてサポートしな

がら、継続雇用を選ぶのか転職か主体的・自律的に意思決定出来る事を目指す。（２）今後のライフプランを見据えた

キャリアプランを明確にし、CLが今の会社での転職先でも前向きに定年後の仕事に取り組めることを目標とする。 

     定年後の働き方について悩み、ご来談いただいたCLの気持ちに寄り添い、傾聴を続けることにより形成されたラ

ポールの維持に努める。そのうえで実施する方策は次の８つである。（１）継続雇用を受けた場合の仕事内容や役割、給与等

の条件面について会社の担当者に確認を促す。（２）継続雇用の先輩方から話を聞くよう提案をし、情報収集していただく。

（３）仕事のやりがいなどを話していただきながらマイ・ジョブカードを用いて、スキルと経験の棚卸しを行い、自己理解を

促す。（４）転職する場合の労働市場についてハローワークインターネットサービスを活用して情報提供を行い、職業理解を

促進する。（５）CLが希望すれば、応募書類の書き方や転職サイトへの登録の支援を行う。（６）ｊｏｂｔａｇを紹介し、職

業情報・職務内容・入職経験等の探索を共に行い、仕事理解を促す。（７）必要に応じて、奨学金制度についての情報提供や

ファイナンシャルプランナーにリファーする。（８）CLの家庭の経済面について家族と方策を実行することにより、CLが定年

後にどのように働いていくのか自身の基準を持ち納得して意思決定し、前向きにいきいきと働いていけるよう支援していく。 



 

【解答例】令和 4年度 第 29回 キャリアコンサルティング技能検定 

2 級 実技（論述）試験 解答用紙 

(C) チバ塾 All rights reserved. 

 

問 1 相談者がこの面談で相談したい「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

  

「逐語記録」を読み、以下の問いに答えなさい。 

問２ キャリアコンサルタントとしてあなたが考える、相談者の「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

問題３ あなたは、上記 2つの「問題」を合わせ、相談者を援助するために、①どこに目標をおいて、 

②どういうことを実施したいか。目標と具体的な方策を記述せよ。（60点） 

①（目標） 

②（方策） 

注：解答は諮問ごとに、枠内に記述してください。裏面および枠外に記述されたものは採点されません。 

2級実技（論述）解答用紙 1.1 

 No.001  Bグループ    年 月 日  令和5年11月 20日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【解答例】令和 4年度 第 29回 キャリアコンサルティング技能検定 

2 級 実技（論述）試験 解答用紙 

(C) チバ塾 All rights reserved. 

 

問 1 相談者がこの面談で相談したい「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

  

「逐語記録」を読み、以下の問いに答えなさい。 

問２ キャリアコンサルタントとしてあなたが考える、相談者の「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

問題３ あなたは、上記 2つの「問題」を合わせ、相談者を援助するために、①どこに目標をおいて、 

②どういうことを実施したいか。目標と具体的な方策を記述せよ。（60点） 

①（目標） 

②（方策） 

注：解答は諮問ごとに、枠内に記述してください。裏面および枠外に記述されたものは採点されません。 

2級実技（論述）解答用紙 1.1 

No.001  Cグループ    年 月 日  令和5年11月 20日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【解答例】令和 4年度 第 29回 キャリアコンサルティング技能検定 

2 級 実技（論述）試験 解答用紙 

(C) チバ塾 All rights reserved. 

 

問 1 相談者がこの面談で相談したい「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

  

「逐語記録」を読み、以下の問いに答えなさい。 

問２ キャリアコンサルタントとしてあなたが考える、相談者の「問題」は何かを記述せよ。（20点） 

問題３ あなたは、上記 2つの「問題」を合わせ、相談者を援助するために、①どこに目標をおいて、 

②どういうことを実施したいか。目標と具体的な方策を記述せよ。（60点） 

①（目標） 

②（方策） 

注：解答は諮問ごとに、枠内に記述してください。裏面および枠外に記述されたものは採点されません。 

2級実技（論述）解答用紙 1.1 

No.002  Aグループ    年 月 日  令和5年10月 17日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


